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17．Langerhans　cell　histiocytosisと骨シンチグラフィ
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　［目的］LCHの4症例の骨シンチ像について検討

した．

　［結果】LCHの4症例で上腕骨，頭蓋骨，脊椎，

大腿骨等13病変を認めた．骨シンチグラフィでの所

見は，集積充進，集積低下の周囲にリング状集積充

進，異常集積なしの3種類であった．骨シンチグラ

フィで異常を指摘できなかったのは6病変，スクリー

ニングX線写真で指摘できなかったのは2病変，両

者で指摘できずCTのみで明らかとなった症例は1病

変であった．

　［結論】LCHの骨シンチグラムは様々な所見を呈

し，X線写真と併せて読影することが必要と考えられ

た．
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　目的：FDG－PETが甲状腺腫瘍の良悪性の鑑別に有

用か否かを検討した．

　方法：甲状腺腫瘍患者ll人についてFDG－PETを

施行し，SUVにて評価した．8人については，　graphi－

cal　analysisより得られたKcによる評価も行った．こ

れらの結果を病理結果をもとに比較検討した．

　結果：手術の結果4人はpapillary　carcinoma，5人

はfo川cular　adenoma，1人はadenomatous　goiter，1

人はchronic　thyroiditisであった．　SUVカットオフ値

5．O　mg／m’およびKcカットオフ値10　micro　1／min／m／

にて良悪性の鑑別は可能であった．しかしながら慢

性甲状腺炎は著明なFDG集積を示しカットオフ値を

うわまわった．

　結論：FDG－PETは甲状腺腫瘍の良悪性の鑑別に有

用であった．
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　目的；肺癌原発巣のFDG集積程度とリンパ節転移

の頻度との関連性について検討する．方法；術前に

FDG－PETを施行した非小細胞癌手術症例44例を対象

として肺癌原発巣のFDG集積程度とリンパ節転移の

有無とを比較した．FDG集積の評価として視覚的

grading（0；集積なし，1；縦隔より弱い集積，2；縦隔と

同程度の集積，3；縦隔よりやや強い集積，4；縦隔よ

り著明に強い集積）と半定量的評価（SUV）を用いた．

結果；リンパ節転移は44例中9例に認められた．肺

癌原発巣のFDG集積が弱い（grade　O－2）症例15例に

リンパ節転移陽性の症例は認められなかった．これ

に対し，原発巣のFDG集積が強い（grade　3－4）症例29

例中9例にリンパ節転移が認められた．結論；リンパ

節転移はFDGの集積が弱い症例には認められなかっ

た．このことから，肺癌原発巣のFDG集積とリンパ

節転移の頻度との間の関連性が示唆された．
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　肺癌6例を対象に62Cu－ATSM（ATSM）を用いて癌

組織における低酸素組織の画像化を試みた．全例に

対してi8F－FDG（FDG）を，4例に対しては｜5QH20を

用いたPETを施行し，　ATSM集積と比較検討を行っ

た．全例において腫瘍へのATSMの集積が認めら

れ，4例中2例では血流と比較的良好な正の相関が認

められた．一方，FDGとATSM集積との間には相関

はみられなかった．

　ATSMは血流依存的に組織へ輸送されるが血流と

ATSM集積の回帰直線の傾きは症例毎に異なり，そ

の集積機序は正常組織における低酸素状態とは異な
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